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はだかの王
お う

さま 

ハンス・クリスチャン・アンデルセン  

 

 

ナレーション A：むかしむかし、とある国
くに

のある城
しろ

に王
おう

さまが住
す

んでいました。王
おう

さまはぴっか

ぴかの 新
あたら

しい服
ふく

が大好
だ い す

きで、服
ふく

を買
か

うことばかりにお金
かね

を使
つか

っていました。王
おう

さまののぞむこと

といったら、いつもきれいな服
ふく

を着
き

て、みんなにいいなぁと言
い

われることでした。戦
たたか

いなんてき

らいだし、おしばいだって面白
おもしろ

くありません。だって、服
ふく

を着
き

られればそれでいいんですから。

新
あたら

しい服
ふく

だったらなおさらです。一時間
い ち じ か ん

ごとに服
ふく

を着
き

がえて、みんなに見
み

せびらかすのでした。

ふつう、めしつかいに王
おう

さまはどこにいるのですか、と聞
き

くと、 

めしつかい：「王
おう

さまは会議室
か い ぎ し つ

にいらっしゃいます。」 

と言
い

うものですが、ここの王
おう

さまはちがいます。 

めしつかい：「王
おう

さまは衣装
いしょう

部屋
べ や

にいらっしゃいます。」と言
い

うのです。 

  城
しろ

のまわりには町
まち

が広
ひろ

がっていました。とても大
おお

きな町
まち

で、いつも活気
か っ き

に満
み

ちていました。

世界中
せかいじゅう

のあちこちから知
し

らない人
ひと

が毎日
まいにち

、おおぜいやって来
き

ます。 

 ある日
ひ

、二人
ふ た り

のさぎ師
し

が町
まち

にやって来
き

ました。二人
ふ た り

は人々
ひとびと

に、自分
じ ぶ ん

は布
ぬの

織
お

り職 人
しょくにん

だとウソをつ

きました。それも世界
せ か い

でいちばんの布
ぬの

が作
つく

れると言
い

いはり、人々
ひとびと

に信
しん

じこませてしまいました。 

さぎ師
し

A：「とてもきれいな色合
い ろ あ

いともようをしているのだけれど、この布
ぬの

はとくべつなのです。」 

とさぎ師
し

は言
い

います。 

さぎ師
し

B：「自分
じ ぶ ん

にふさわしくない仕事
し ご と

をしている人
ひと

と、バカな人
ひと

にはとうめいで見
み

えない布
ぬの

なの

です。」 

  その 話
はなし

を聞
き

いた人々
ひとびと

はたいそうおどろきました。たいへんなうわさになって、たちまちこの

めずらしい布
ぬの

の 話
はなし

は王
おう

さまの耳
みみ

にも入
はい

りました。 

王
おう

さま：「そんな布
ぬの

があるのか。わくわくするわい。」 
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と、服
ふく

が大好
だ い す

きな王
おう

さまは思
おも

いました。 

王
おう

さま：「もしわしがその布
ぬの

でできた服
ふく

を着
き

れば、けらいの中
なか

からやく立
た

たずの人間
にんげん

や、バカな

人間
にんげん

が見
み

つけられるだろう。それで服
ふく

が見
み

えるかしこいものばかり集
あつ

めれば、この国
くに

ももっと 

にぎやかになるにちがいない。さっそくこの布
ぬの

で服
ふく

を作
つく

らせよう。」 

  王
おう

さまはお金
かね

をたくさん用意
よ う い

し、さぎ師
し

にわたしました。このお金
かね

ですぐにでも服
ふく

を作
つく

ってく

れ、とたのみました。さぎ師
し

はよろこんで引
ひ

き受
う

けました。部屋
へ や

にはた織
お

り機
き

を二台
に だ い

ならべて、

すぐに仕事
し ご と

にとりかかりました。でも、はた織
お

り機
き

には何
なに

もありませんでした。糸
いと

もありません。

それでも、さぎ師
し

はいっしょうけんめい布
ぬの

を織
お

っていました。いいえ、ちがうのです。ほんとう

は布
ぬの

なんてどこにもなくて、からのはた織
お

り機
き

で織
お

るふりをしているだけなのです。ときどき、

材 料
ざいりょう

がなくなったみたいにいちばん値段
ね だ ん

の高
たか

い絹
きぬ

と金
きん

でできた糸
いと

をください、と王
おう

さまに言
い

いま

した。のぞみどおり材 料
ざいりょう

をもらうと、はた織
お

りには使
つか

わず、またからのままで織
お

るふりをしつづ

けました。夜
よる

おそくまではたらいて、がんばっているふりをしました。 

  しばらくすると王
おう

さまは、ほんとうに仕事
し ご と

がはかどっているのか知
し

りたくなってきました。

自分
じ ぶ ん

が見
み

に行
い

ってたしかめてもいいのですが、もし布
ぬの

が見
み

えなかったらどうしようと思
おも

いました。

自分
じ ぶ ん

はバカだということになるのですから。でも王
おう

さまは王
おう

さまです。何
なに

よりも強
つよ

いのですから、

こんな布
ぬの

にこわがることはありません。でもやっぱり、自分
じ ぶ ん

が行
い

く気
き

にはなれませんでした。 

そこで、王
おう

さまは自分
じ ぶ ん

が行
い

く前
まえ

に、けらいをだれか一人
ひ と り

行
い

かせることにしました。けらいに布
ぬの

が

どうなっているかを教
おし

えてもらおうというのです。このころには町
まち

の人
ひと

はみんな、王
おう

さまが作
つく

ら

せている布
ぬの

がめずらしい布
ぬの

だということを知
し

っていました。だから、みんなは近所
きんじょ

の人
ひと

がどんな

にバカなのかとても知
し

りたくなっていました。 

  そこで王
おう

さまは、けらいの中
なか

でも正直者
しょうじきもの

で通
とお

っている年
とし

よりの大臣
だいじん

を向
む

かわせることにしま

した。この大臣
だいじん

はとても 頭
あたま

がよいので、布
ぬの

をきっと見
み

ることができるだろうと思
おも

ったからです。

向
む

かわせるのにこれほどぴったりの人
ひと

はいません。 

  人
ひと

のよい年
とし

よりの大臣
だいじん

は王
おう

さまに言
い

われて、さぎ師
し

の家
いえ

へ向
む

かいました。さぎ師
し

がからのはた

織
お

り機
き

で仕事
し ご と

をしている部屋
へ や

に入
はい

りました。 

大臣
だいじん

：「神
かみ

さま、助
たす

けてください！」 

といのりながら、両目
りょうめ

を大
おお

きく見開
み ひ ら

きました。けれども、何
なに

も見
み

えません。はた織
お

り機
き

には何
なに

も

ないのです。 
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大臣
だいじん

：「ど、どういうことじゃ！？」 

と思
おも

わず口
くち

に出
だ

しそうになりましたが、しませんでした。そのとき、 

さぎ師
し

A:「大臣
だいじん

さん、」 

とさぎ師
し

が声
こえ

をかけました。 

さぎ師
し

A：「どうです？ もっと近
ちか

づいてよく見
み

てください。このもよう、いろいろな技術
ぎじゅつ

が使
つか

わ

れていてすごいですし、この色合
い ろ あ

いだって 美
うつく

しくて、思
おも

わずうなってしまいそうでしょう？」 

  さぎ師
し

はそう言
い

って、からのはた織
お

り機
き

をゆびさしました。大臣
だいじん

はなんとかして布
ぬの

を見
み

ようと

しましたが、どうやっても見
み

えません。だって、そこにはほんとうに何
なに

もないんですから。 

大臣
だいじん

：「大変
たいへん

なことじゃ。」 

と大臣
だいじん

は思
おも

いました。自分
じ ぶ ん

はバカなのだろうか、と首
くび

をかしげました。でもそう思
おも

いたくありま

せんでした。大臣
だいじん

はまわりを見
み

まわしました。二人
ふ た り

のさぎ師
し

がいるだけです。よいことに、まだ

自分
じ ぶ ん

が布
ぬの

が見
み

えない、ということを誰
だれ

も気
き

がついていません。『見
み

えない』、と言
い

わなければ誰
だれ

も

気
き

づかないのですから。 

さぎ師
し

B: 「あのぅ、どうして何
なに

もおっしゃらないんですか？」 

と、さぎ師
し

の片
かた

われがたずねました。もう一人
ひ と り

のさぎ師
し

はからのはた織
お

り機
き

でいっしょうけんめ

い 働
はたら

くふりをしています。 

  急
きゅう

に言
い

われて、大臣
だいじん

はあわてました。 

大臣
だいじん

：「あ……ふぅん。とてもきれいで、たいそう 美
うつく

しいもんじゃなぁ。」 

大臣
だいじん

はメガネを動
うご

かして、何
なに

もないはた織
お

り機
き

をじっくり見
み

ました。 

 大臣
だいじん

：「なんとみごとな柄
がら

じゃ。それにこの色
いろ

のあざやかなこと！ このことを王
おう

さまに言
い

えば、

王
おう

さまもきっとお気
き

にめすじゃろうなぁ。」 

さぎ師
し

A＆さぎ師
し

B：「その言葉
こ と ば

を聞
き

けて、ありがたきしあわせです。」 

二人
ふ た り

のさぎ師
し

が口
くち

をそろえて言
い

いました。 

さぎ師
し

B:「では、王
おう

さまにもっと知
し

っていただくために、布
ぬの

についてこまかく説明
せつめい

いたしましょ

う。」 
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  さぎ師
し

はからのはた織
お

り機
き

の前
まえ

でしゃべりはじめました。色
いろ

がこいとかうすいとか、もようが

うねうねしてるとか、まっすぐとか。ことこまやかに言
い

うのです。大臣
だいじん

はその説明
せつめい

を一言
ひとこと

ももら

さず聞
き

き入
い

っていました。なぜなら、大臣
だいじん

は王
おう

さまにもう一度
い ち ど

同
おな

じことをまちがえずに言
い

わなけ

ればならないからです。もしここで一言
ひとこと

でもまちがえようものなら、あとで王
おう

さまがほんものを

見
み

たときに大臣
だいじん

には布
ぬの

が『見
み

えなかった』と気
き

づいてしまいます。だから大臣
だいじん

は聞
き

いたことを 

そのまま王
おう

さまに言
い

いました。 

  大臣
だいじん

が帰
かえ

るとき、さぎ師
し

たちはもっと金
きん

の糸
いと

や絹
きぬ

がほしいと言
い

いました。布
ぬの

を織
お

るためにひつ

ようだと言
い

うので、すぐに持
も

ってこさせました。でもやはり、さぎ師
し

たちは金
きん

の糸
いと

や絹
きぬ

を一本
いっぽん

も

使
つか

わないでみんな自分
じ ぶ ん

の物
もの

にしてしまいました。そして何
なに

もないからのはた織
お

り機
き

でずっと織
お

る

ふりをつづけました。 

  それからまもなく、王
おう

さまはもう一人
ひ と り

さぎ師
し

のところに向
む

かわせました。これも根
ね

のまっすぐ

な役人
やくにん

でした。役人
やくにん

の仕事
し ご と

は、布
ぬの

のはかどりぐあいと完成
かんせい

する日
ひ

にちをしらべてくることでした。

しかし、役人
やくにん

も大臣
だいじん

と同
おな

じように、見
み

えたのはからっぽのはた織
お

り機
き

だけでした。なんどもなん

ども見
み

ましたが、どうしてもからっぽにしか見
み

えませんでした。 

さぎ師
し

A：「どうなされたのですか？ もしかして、お気
き

にめさないとか……」 

二人
ふ た り

のさぎ師
し

は不安
ふ あ ん

そうにたずねました。そして何
なに

もないはずの布
ぬの

をまるであるかのように見
み

せ

びらかせました。 

さぎ師
し

B: 「ほら、この王
おう

さまのえらさにぴったりのこのもよう、……どうでしょうか？」 

  さぎ師
し

は言
い

いますが、布
ぬの

はどこにもありません。 

  役人
やくにん

は思
おも

いました。 

役人
やくにん

：「わたしはバカではない。自分
じ ぶ ん

にふさわしくない仕事
し ご と

をしているだけだ。そうだ、バカでは

ない。おそらく……この布
ぬの

はとてもふうがわりなのだろう。しかし、このことを、だれにも知
し

ら

れてはならないのだ……」 

  役人
やくにん

は少
すこ

し 考
かんが

えてから、言
い

いました。見
み

えない布
ぬの

をあたかも見
み

えているように。 

役人
やくにん

： 「たいへんみごとな布
ぬの

だ！ 色合
い ろ あ

いも 美
うつく

しいし……柄
がら

ももうしぶんない。わたしはこん

な布
ぬの

を見
み

られてとてもうれしいよ！」 

  そうして城
しろ

に帰
かえ

った役人
やくにん

は王
おう

さまに向
む

かってこう言
い

いました。 
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 役人
やくにん

：「たいへんけっこうなものでした。」 

 ナレーション B 街
まち

はそのめずらしい布
ぬの

のうわさでもちきりでした。うわさがどんどんもり上
あ

がっていくうちに、王
おう

さまも自分
じ ぶ ん

で見
み

てみたくなってきました。日
ひ

に日
ひ

にその思
おも

いは強
つよ

くなるの

ですが、いっこうに布
ぬの

は完成
かんせい

しませんでした。王
おう

さまはいてもたってもいられなくなって、たく

さんの役人
やくにん

をつれて、二人
ふ た り

のずるがしこいさぎ師
し

の仕事場
し ご と ば

に向
む

かいました。つれていった役人
やくにん

の

中
なか

には、前
まえ

に布
ぬの

を見
み

に行
い

った二人
ふ た り

もふくまれていました。 

  さぎ師
し

の仕事場
し ご と ば

につくと、二人
ふ た り

はいっしょうけんめいに 働
はたら

いているふりをしていました。糸
いと

を一本
いっぽん

も使
つか

わないで、まじめに仕事
し ご と

をしているふりをしていました。 

役人
やくにん

：「さぁどうです、王
おう

さまにぴったりな、たいそうりっぱな布
ぬの

でしょう？」 

  前
まえ

に来
き

たことのある二人
ふ た り

の役人
やくにん

がみんなに向
む

かって言
い

いました。 

役人
やくにん

：「王
おう

さま、王
おう

さまならこの布
ぬの

の色合
い ろ あ

い、柄
がら

をお気
き

ににめしますでしょう？」 

  そして、二人
ふ た り

はからのはた織
お

り機
き

をゆびさしました。二人
ふ た り

は他
ほか

のみんなには布
ぬの

が見
み

えると思
おも

っ

ていたからです。 

  でも…… 

王
おう

さま：「なんだこれは？ 何
なに

もないじゃないか。」 

と、王
おう

さまは思
おも

いました。 

  王
おう

さまは自分
じ ぶ ん

がバカかもしれないと思
おも

うと、だんだんこわくなってきました。また、王
おう

さまに

ふさわしくないかと 考
かんが

えると、おそろしくもなってきました。王
おう

さまのいちばんおそれていたこ

とでした。王
おう

さまが王
おう

さまでなくなるなんて、たえられなかったのです。 

  だから、王
おう

さまはさぎ師
し

たちを見
み

て言
い

いました。 

王
おう

さま： 「まさしくそうであるな。この布
ぬの

がすばらしいのは、わたしもみとめるところであるぞ。」

王
おう

さまはまんぞくそうにうなずいて、からっぽのはた織
お

り機
き

に目
め

を向
む

けました。何
なに

も見
み

えないと

いうことを知
し

られたくなかったので、からっぽでも、布
ぬの

があるかのように王
おう

さまは見
み

つめました。

同
おな

じように、王
おう

さまがつれてきた役人
やくにん

たちも見
み

つめました。王
おう

さまが見
み

ているよりももっと見
み

よ

うとしました。でもやっぱり、何
なに

も見
み

えてはいませんでした。 

役人
やくにん

：「これは 美
うつく

しい、 美
うつく

しい。」 
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  役人
やくにん

たちは口々
くちぐち

に言
い

いました。 

誰
だれ

か A：「王
おう

さま、この布
ぬの

で作
つく

ったりっぱな服
ふく

を、ちかぢか 行
おこな

われる行進
こうしん

パレードのときにおめ

しになってはどうでしょう。」 

  と、誰
だれ

かが王
おう

さまに言
い

いました。そのあと、みんなが「これは王
おう

さまにふさわしい 美
うつく

しさだ！」

とほめるものですから、王
おう

さまも役人
やくにん

たちもうれしくなって、大
だい

さんせいでした。そして王
おう

さま

は、二人
ふ た り

のさぎ師
し

を『王国
おうこく

とくべつはた織
お

り士
し

』と呼
よ

ばせることにしました。 

  パレードの 行
おこな

われる前日
ぜんじつ

の晩
ばん

のこと、さぎ師
し

たちは 働
はたら

いているように見
み

せかけようと、

十六本
じゅうろっぽん

ものロウソクをともしていました。人々
ひとびと

は家
いえ

の外
そと

からそのようすを見
み

て、王
おう

さまの 新
あたら

し

い服
ふく

を仕上
し あ

げるのにいそがしいんだ、と思
おも

わずにはいられませんでした。さぎ師
し

はまず布
ぬの

をはた

織
お

り機
き

からはずすふりをしました。そしてハサミで切
き

るまねをして、糸
いと

のない針
はり

はりでぬい、服
ふく

を完成
かんせい

させました。 

さぎ師
し

A： 「たった今
いま

、王
おう

さまの 新
あたら

しい服
ふく

ができあがったぞ！」 

  王
おう

さまと大臣
だいじん

全員
ぜんいん

が大広間
お お ひ ろ ま

に集
あつ

まりました。さぎ師
し

はあたかも手
て

の中
なか

に服
ふく

があるように、両手
りょうて

を挙
あ

げてひとつひとつ見
み

せびらかせました。 

さぎ師
し

B:「まずズボンです！」 

さぎ師
し

A：「そして上着
う わ ぎ

に！」 

さぎ師
し

B：「最後
さ い ご

にマントです！」 

  さぎ師
し

は言葉
こ と ば

をまくしたてました。 

さぎ師
し

A:「これらの服
ふく

はクモの巣
す

と同
おな

じくらいかるくできあがっております。何
なに

も身
み

につけてい

ないように感
かん

じる方
かた

もおられるでしょうが、それがこの服
ふく

がとくべつで、かちがあるといういわ

れなのです。」 

大臣
だいじん

：「まさしくその通
とお

りだ！」 

大臣
だいじん

はみんな声
こえ

をそろえました。でもみんな何
なに

も見
み

えませんでした。もともとそこには何
なに

もない

んですから。 

さぎ師
し

 B：「どうか王
おう

さま、ただいまおめしになっている服
ふく

をおぬぎになって下
くだ

さいませんか？」 

  さぎ師
し

は言
い

いました。 
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さぎ師
し

B:「よろしければ、大
おお

きなかがみの前
まえ

で王
おう

さまのお着
き

がえをお手伝
て つ だ

いしたいのです。」 

  王
おう

さまはさっそく服
ふく

をぬぎました。二人
ふ た り

のさぎ師
し

はあれやこれやと 新
あたら

しい服
ふく

を着
き

つけるふり

をしました。着
き

つけおわると、王
おう

さまはあちこちからかがみにうつる自分
じ ぶ ん

を見
み

ました。 

大臣
だいじん

： 「何
なん

と 美
うつく

しい！ ……よくおにあいです！」 

  その場
ば

にいただれもがそう言
い

いました。 

役人
やくにん

： 「この世
よ

のものとは思
おも

えなく 美
うつく

しい柄
がら

、言
い

いあらわしようのない色合
い ろ あ

い、すばらしい、

りっぱな服
ふく

だ！」と、みんなほめたたえるのでした。 

  そのとき、パレードの進行役
しんこうやく

がやって来
き

て、王
おう

さまに言
い

いました。 

パレード進行役
しんこうやく

：「行進
こうしん

パレードに使
つか

うてんがい（王
おう

さませんようの大
おお

きな日
ひ

がさ）が準備
じゅんび

できま

した。かつぐ者
もの

たちも外
そと

でいまやいまやと待
ま

っております。」 

王
おう

さま：「うむ、わたしもしたくは終
お

わったぞ。」 

と、王
おう

さまは進行役
しんこうやく

に答
こた

えました。 

王
おう

さま：「どうだ、この服
ふく

はわたしににあってるかね？」 

  王
おう

さまはかがみの前
まえ

でくるっと回
まわ

ってみせました。なぜなら王
おう

さまは自分
じ ぶ ん

の服
ふく

に見
み

とれてい

るふりをしなければならなかったのですから。 

  お付
つ

きのめしつかいはありもしない服
ふく

のすそを持
も

たなければなりませんでした。地面
じ め ん

に両手
りょうて

をのばして、何
なに

かをかかえているようなふりをしました。やはりめしつかいも何
なに

も見
み

えていない

ことを知
し

られたくなかったので、すそを持
も

ち上
あ

げているようなまねをしているのでした。 

  王
おう

さまはきらびやかなてんがいの下
もと

、どうどうと行進
こうしん

していました。人々
ひとびと

は通
とお

りやまどから王
おう

さまを見
み

ていて、みんなこんなふうにさけんでいました。 

村人
むらびと

：「ひゃぁ、 新
あたら

しい王
おう

さまの服
ふく

はなんてめずらしいんでしょう！ それにあの長
なが

いすそと 

言
い

ったら！ 本当
ほんとう

によくおにあいだこと！」 

  だれも自分
じ ぶ ん

が見
み

えないと言
い

うことを気
き

づかれないようにしていました。自分
じ ぶ ん

は今
いま

の仕事
し ご と

にふ

さわしくないだとか、バカだとかいうことを知
し

られたくなかったのです。ですから、今
いま

までこれ

ほどひょうばんのいい服
ふく

はありませんでした。 
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子供
こ ど も

：「でも、王
おう

さま、はだかだよ。」 

  とつぜん、小
ちい

さな子
こ

どもが王
おう

さまに向
む

かって言
い

いました。 

子供
こ ど も

：「王
おう

さま、はだかだよ。」 

父親
ちちおや

：「……なんてこった！ ちょっと聞
き

いておくれ、むじゃきな子
こ

どもの言
い

うことなんだ。」 

  横
よこ

にいたそのこの父親
ちちおや

が、子
こ

どもの言
い

うことを聞
き

いてさけびました。そして人
ひと

づたいに子
こ

ども

の言
い

った言葉
こ と ば

がどんどん、ひそひそとつたわっていきました。 

人々
ひとびと

：「王
おう

さまははだかだぞ！」 

  ついに一人
ひ と り

残
のこ

らず、こうさけぶようになってしまいました。王
おう

さまは大
おお

弱
よわ

りでした。王
おう

さま 

だってみんなの言
い

うことが正
ただ

しいと思
おも

ったからです。でも、 

王
おう

さま：「いまさら行進
こうしん

パレードをやめるわけにはいかない。」 

と思
おも

ったので、そのまま、今
いま

まで以上
いじょう

にもったいぶって歩
ある

きました。めしつかいはしかたなく、

ありもしないすそを持
も

ちつづけて王
おう

さまのあとを歩
ある

いていきましたとさ。 
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